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What's Google Summer of Code?

● Google主催で夏休みに学生を募りコードをかかせ
る
– オープンソースとして公開することが前提

● 金がでる
– 採用時500ドル

– 終了時4500ドル

● 学生はメンター組織が引き受ける
– 公共性の高い組織

● 140近い組織が参加
● 日本からはFSIJ



  

Google Summer of Code 2007

● 905 students
● 450 universities
● 3 million lines of code
● 130 different open source project

– include FSIJ



  

What's Mentor Summit?

● Google Summer of Codeの反省会
● メンター組織から参加者を募る
● Google本社で行う

– 上限1200ドルで旅費はGoogleもち

● 2007年10月6日
– 朝9時から夕方５時ぐらいまで

– non-conference方式
● その場でやるべきセッションを決める

– セッションの記録はすべてwikiに書かれる
● ただし勝手に外部に漏らしてはいけない



  

Why I should attend there

● FSIJがGoogle Summer of Codeに参加していろ
いろと考えることがあった
– 日本人参加者が少ない

● 地域的に日本、韓国、台湾という旧日本文化圏からの参加者
が非常に少ない

– 参加する学生の質がよくわからない
● FSIJに参加する学生のみぐらいしかわからない

– 高度な技術教育の知見を得たかった
● 最近、先生稼業もやっているので



  

random thoughts

● メンター制について
● 日本人参加者が少ないこと
● 本当に参加する学生を信じることができるのか
● 世界規模 vs. 日本ローカル

● Sushi 日本文化と欧米文化
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